
令和㕵年度 家庭基礎  シ؞バス        那覇工業高校ӡ定時制課程Ӣ 

 

目 

標 

生活֭営֪־係׊見方・考え方ב働֊せ，実践的・体験的֩学習活動ב通֖֥，様々֩人々֧協働֖，ׇׇ׉い社

会֭構築֪向け֥，男女֋協力֖֥主体的֪家庭や地域֭生活ב創造す׊資質・能力ב育成す׊こ֧ב目指すՓ 

 

評価֭観点 科目֭評価֭観点֭趣旨 

㖔 知識・技能 人間֭生涯֪わ֞׊発達֧生活֭営ב־総合的֪֧׈え，家族・家庭֭意義，家

族・家庭֧社会֧֭֊֊わ֣֪׉い֥理解ב深׀，生活ב主体的֪営ֿ֪֞׀必要

֩家族・家庭，衣食住，消費や環境֪֣֩֨い֥理解֖֥いׁ֪֧֧׊，そ֪׈׋֊

֊わ׊技能ב身֪֣け֥い׊Փ 

㖕 思考・判断・表現 生涯ב見通֖֥，家庭や地域及び社会֪։け׊生活֭中֊׈問題ב見い֖֥֟課

題ב設定֖，解決策ב構想֖，実践ב評価・改善֖，考察֖֞こ֧ב根拠֪基֤い֥

論理的֪表現す֥֖֨֩׊課題ב解決す׊力ב身֪֣け֥い׊Փ 

c 主体的֪取׉組ֿ態度 ֽֽ֔֕֩人々֧協働֖，ׇׇ׉い社会֭構築֪向け֥，課題֭解決֪主体的֪取

自分，ׁ֪֧֧׊地域社会֪参画ׇ֖う֧す，֥֖׉返֢֥改善֖֞׉振，׉֟ג組׉

や家庭，地域֭生活ב創造֖，実践ׇ֖う֧֖֥い׊Փ 

評価方法 学習֭評価֮学期ӡ前期・後期Ӣ毎֪観点別評価֦行うՓ評価֭重֮־㕱：㕱：㕱֧す׊Փ 

       評価内容：定期考査Ւ学習プ؟ントՒレポートՒ実技Ւ提出物Փ 

 

学期 月 学習内容 学習活動 時数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期 

 

 

㕴 

家庭科ב学ぶ֪あ

֢֥֞ 

  㕱 

第Ძ章  ƜǕƔǒ

Ʒ人生ƴƭいƯ考

えƯǈǑう 

1節 自分Ʒ未来予想図

Ǜ描Ɯう 

ヷライフǹテヸǸƴƓƚǔ発ᢋ段階ƴƭいƯ

学び，現在Ʒ自分Ʒ課題Ǜ考えǔ。 
1 

2節 ƜǕƔǒƷ人生Ǜ

デǶインすǔ 

ヷƜǜƴƪƷ社会背景Ǜ踏ǇえƯ，具体的ƴ

生涯ƴわƨǔ生活設計Ǜ考えǔ。 
1 

第 2 章 自分ǒし

い生Ɩ方Ʊ家族 

1節 自立Ʊ共生 ヷ青年期Ʒ特徴ƴƭいƯ学ぶ。 1 

2節 ライフǭャリア ヷ職業生活や家庭生活ƴƓƚǔ時間Ʒ使い方

ƴƭいƯ考えǔ。 
1 

3節 共ƴ生Ɩǔ家族 ヷ家族ƕ抱えǔ問題Ǜ踏ǇえƯ，家族Ǜ支え

ǔしƘǈƴƭいƯ具体的ƴ考えǔ。 
2 

4節 家族ƴ関すǔ法律 ヷ家族ƴ関すǔ法律Ʒ資料Ǜ見Ƴƕǒ，考え

ǛǇƱǊƯ話し合う。 
 

 

 

㕵 

第Ჭ章  子ƲǋƱ

ƔƔわǔ 

1節 子ƲǋƱƸ ヷ青年期Ʒ健康Ǜ学ぶƜƱư，次世代Ǜ担う

子ƲǋǛ育Ư，ƸƙƘǜưいƘƜƱƷ責任感

Ǜ養う。 

1 

2節 子ƲǋƷ発ᢋ ヷ子ƲǋƷ発ᢋƴƭいƯ考えǔ。 

ヷ子ƲǋƷƔǒƩƷ成長ƷǑうすǛ学ぶ。 

 

1 

教科 科目名 学年 単位数 使用教科書 

家庭科 家庭基礎 㕱 㕲 実教出版զ家庭基礎է 

校

長 

 教

頭 

 



3節 子ƲǋƷ生活 ヷ子ƲǋƷ食生活ヷ衣生活，安全管理ƴƭい

Ư学び，子ƲǋƱƔƔわǕǔǑうƴすǔ。 
 

4節 子ƲǋǛƸƙƘǉ ヷ子育Ư中Ʒ親ƱƔƔわǔƜƱư，現代Ʒ親

子ƴƔƔわǔ課題Ʊ，解決Ʒ方向性Ǜ探ǔ。 
㕱 

5節 子ƲǋƷƨǊƷ社

会福祉 

ヷ子育ƯƴƔƔわǔ社会的課題ƴƭいƯ知

Ǔ，ƲƷǑうƳǵポヸトƕ必要ƱƞǕƯいǔ

ƷƔ考えǔ。 

1 

 

 

㕶 

第 4 章 高齢者Ʊ

ƔƔわǔ 

1節 高齢社会ƴ生Ɩǔ ヷ高齢社会Ʒ現状Ǜ知Ǔ，身近Ƴ問題ƱしƯ

Ʊǒえǔ。 
1 

2節 高齢者Ǜ知ǔ ヷ高齢者Ʊ家族ƱƷƔƔわǓ，経済，社会ư

Ʒ活躍ƳƲǛ知Ǔ，高齢者ƴƓƚǔ生活Ʒ課

題ƴƭいƯ考えǔ。 

㕱 

3節 高齢者Ʒ自立Ǜ支

えǔ 

ヷ高齢期Ʒ生活Ǜ健康ƴ過ƝすƨǊƷ心ƕƚ

ƴƭいƯ考えǔ。 
㕱 

4節 高齢社会Ǜ支えǔ

しƘǈ 

ヷ介護ǛǊƙǔ課題Ʒ解決ƴƸƲƷǑうƳƜ

Ʊƕ必要Ɣ考えǔ。 
1 

第 5 章 社会ƱƔ

Ɣわǔ 

1節 支えあƬƯ生Ɩǔ ヷ社会保障制度ƷしƘǈǛ踏ǇえƯ将来ƴ向

ƚƯƷ課題Ǜ考えǔ。 
1 

 

 

㕷 

2節 共生社会Ǜ生Ɩǔ ヷ暮ǒしƷ中Ʒ支えあいƴƭいƯ考えǔ。 㕱 

ホヸムプロǸǧǯ

ト 

  ヷ生活ǛあǒƨǊƯ見直し，解決すǔƜƱǛ

検討すǔ。 
1 

第Ჰ章 

食生活ǛƭƘǔ 

 

 

Ძ節  日本Ʒ食文化Ʒ

形成 

ヷ日本Ʒ食文化形成Ǜ知Ǔ，郷土料理ƴƭい

Ư調べǔ。 
1 

Წ節 私ƨƪƷ食生活 ヷ食事調査Ǜ通しƯ，各自Ʒ食生活Ʒ問題点

ƴ気ƮƘ。 
1 

Ჭ節  栄養Ʊ食品ƷƔ

ƔわǓ 

ヷ自身Ʒ食事Ɣǒ食品ƝƱƴ含ǇǕǔ栄養素

Ǜ学び，バランǹƷ良い食事ƴƭいƯ考えǔ。 
2 

 

 

９ 

Ხ節  食品Ʒ選び方Ʊ

安全 

ヷ旬Ʒ食材Ǜ考え，旬Ʒ時期ƕƳƥǑいƔ学

ぶ。 

ヷ食品衛生Ტ食品Ʒ選択，食中毒，食品添加

物ᲣƴƭいƯ学ぶ。 

1 

Ჯ節  食事Ʒ計画Ʊ調

理 

ヷ食事摂取基準，食品群別摂取量ƳƲǛ用い，

家族Ʒ献立作成Ǜ行う。 

ヷ調理Ǜ通しƯ，基礎的Ƴ技術Ǜ身ƴƭƚ，

食事マナヸǛ実践すǔ。 

㕶 

Ჰ節  ƜǕƔǒƷ食生

活Ǜ考えǔ 

ヷ食品Ʒ自給率や食ƴ関すǔ環境問題ƴƭい

Ư考えǔ。 
1 

 

 

後期 

 

 

10 

第Ჱ章 

衣生活ǛƭƘǔ 

 

 

 

1節 人Ʊ衣服ƷƔƔわ

Ǔ 

ヷ衣服ƕ持ƭ機能や安全性ƳƲƴƭいƯ学

ぶ。 
2 

2節 衣服Ʒ素材Ʒ種類

Ʊ特徴 

ヷ暮ǒしƷ中ưƷ衣服素材Ʒ性能Ʊ改善ƴƭ

いƯ学ぶ。 

 

2 



 

 

 

 

 

3節 衣服Ʒ選択Ɣǒ管

理Ǉư 

ヷ洗剤ヷ漂白剤ヷ防虫剤ƳƲƷ種類ƴƭいƯ

学ぶ。 
2 

4節 持続可能Ƴ衣生活

ǛƭƘǔ 

 

ヷ環境ƴ配慮しƨ衣生活ƴƭいƯ世界Ʒ動向

Ǜ学び，自分ƨƪƕưƖǔƜƱǛ考えǔ。 1 

 

11 

5節 衣服Ʒ構造ヷデǶ

イン 

ヷ洋服Ʊ和服ƷᢌいǛ考えǔ。 

ヷ衣服Ʒ構成や基礎的Ƴ縫製技術Ǜ身ƴƭƚ

ǔ。 

8 

 

㕱㕲 

第Ჲ章 

住生活ǛƭƘǔ 

Ძ節 人間Ʊ住Ǉい ヷ生活Ʊ住ǇいƷ機能ƱƷƔƔわǓƴƭいƯ

考えǔ。 
1 

Წ節 住ǇいƷ文化 ヷ和風木造住宅Ʒ空間的Ƴ特性や工夫ǛǇƱ

Ǌǔ。 
 

Ჭ節  住ǇいǛ計画す

ǔ 

ヷライフǹテヸǸƴǑǔ住ǇいƷ変化ƴƭい

Ư考えǔ。 
1 

 

 

㕱 

Ხ節  健康ƴ配慮しƨ

快適Ƴ室内環境 

ヷ室内環境Ʊ健康ƷƔƔわǓǛ考えǔ。 
1 

Ჯ節 安全Ƴ住Ǉい ヷ誰ǋƕ安全ƴ住ǉƨǊƷ工夫Ǜ考えǔ。  

Ჰ節  持続可能Ƴ住Ǉ

いƮƘǓ 

ヷ住ǇいƱǨネルǮヸ，ǇƪƮƘǓƳƲƷ観

点Ɣǒ，持続可能Ƴ住ǇいƱƸ何Ɣ考えǔ。 
1 

第 9 章 消費行動

Ǜ考えǔ 

1節 消費行動Ʊ意思決

定 

ヷ主体的Ƴ消費行動ƴƭいƯ多角的ƴ考え

ǔ。 
1 

 

 

㕲 

2節 消費生活Ʒ現状Ʊ

課題 

ヷ問題商法ƴǑǔ被害Ǜ未然ƴ防Ɨ，早期解

決すǔ方法Ǜ考えǔ。 
1 

3節 消費者Ʒ権利Ʊ責

任 

ヷƜǕƔǒƷ社会ƴ求ǊǒǕǔ消費者Ʒ自覚

Ʊ，行動ƷあǓ方Ǜ検討すǔ。 
1 

4節 ライフǹタイルƱ

環境 

ヷ日常生活ƕ地球環境やǰロヸバル社会ƴ与

えǔ影響ƴƭいƯ考えǔ。 
2 

第10章 経済的ƴ

自立すǔ 

1節 暮ǒしƱ経済 ヷ生活ƴƓƚǔ経済Ʊ社会ƷƔƔわǓƴƭい

Ư学ぶ。 
2 

 

 

㕳 

2節 将来Ʒライフプラ

ンニンǰ 

ヷ将来Ʒライフイベントや起ƜǓうǔリǹǯ

Ʊ，ƦƷ費用ƴƭいƯ考え，長期的Ƴ経済 

計画ƴƭいƯ学ぶ。 

ヷ金融商品Ʒ特徴Ʊ選択基準Ǜ学ぶ。 

2 

生活設計 

  

ヷ家庭基礎Ʒ学習Ǜ生ƔしƯ，自分ǒしい生

Ɩ方Ǜ設計すǔ。 
1 
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評価ࡢ観点 

㹟．関心・意欲・態度 㹠．思考・判断・表現 㹡．技能 㹢．知識・理解 

家庭や地域ࡢ生活ࡘ࡟い࡚関

心をࡢࡑ，ࡕࡶ充実向上を目指

ࡍ࡜うࡶ組ࡾ取࡟主体的࡚ࡋ

態度を身࡞実践的，࡟ࡶ࡜࡜ࡿ

 ࠋࡿい࡚ࡅ付࡟

家庭や地域ࡢ生活ࡘ࡟い࡚課

題を見いࡢࡑ，ࡋࡔ解決を目指

ࡋ判断࡟適ษ，ࡵ思考を深࡚ࡋ

工夫ࡋ創造ࡿࡍ能力を身࡟付

 ࠋࡿい࡚ࡅ

家庭や地域ࡢ生活を充実向上

基礎的࣭基本࡞必要࡟ࡵࡓࡿࡍ

的࡞技術を身࡟付࡚ࡅいࠋࡿ 

家庭生活ࡢ意義や役割を理解

生活を充実向ࡢ家庭や地域，ࡋ

上࡟ࡵࡓࡿࡍ必要࡞基礎的࣭基

本的࡞知識を身࡟付࡚ࡅいࠋࡿ 

 

評価方法 前期 考査 60％  ᖹ常点 40％         

     後期 考査 60％  ᖹ常点 40％         

㸦考査点㸧ձ学習項目ࡘ࡟い࡚ࠊ理解࡛࡚ࡁい࠿ࡿを中心࡟評価ࠋࡍࡲࡋ      

㸦ᖹ常点㸧ղ授業中ࡿࡅ࠾࡟関心࣭意欲࣭態度࣭思考࣭判断࣭表現࣭技術࣭知識࣭理解ࡘ࡟い࡚ᥦ出物等࡛総合的࡟評価ࠋࡍࡲࡋ  

 

学期 月 学習項目 学習内容(ࡡらい) 時数 備考 
 

 

 

 

 

 

前

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸲 

 

 

 

 

 

㸳 

 

 

 

 

 

 

㸴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸵 

 

 

 

 

 

９ 

 

10 

 

11 

 

12 

 

㸯 

㸯章 こࡢࡽ࠿ࢀ生ࡁ方࡜家族 

第㸯節 青ᖺ期を生ࡿࡁ 

 

 

第㸰節 家族࣭家庭࡜社会ࡢ࡜

 ࡾわ࠿࠿

㸰章 次世代をࡴࡃࡄࡣ 

第㸯節 子ࡢࡶ࡝発㐩 

第㸰節 親ࡢ役割 

 

 

第㸱節 子育࡚支援࡜福祉 

 

㸱章 充実ࡓࡋ生涯࡬ 

第 1節 高齢期を生ࡿࡁ 

 

第㸰節 高齢社会を支え合 

 

㸲章 ࡟ࡶ࡜生ࡿࡁ 

 

㸳章 食ࡿ࡭ 

第㸯節 人୍ࡢ生࡜食事 

 

 

第㸰節 栄養࡜食品 

 

第㸱節 食生活ࡢ安全࡟ࡵࡓࡢ 

 

 

第㸲節 食生活をࢹザ࢖ンࡿࡍ 

調理ࡢ基本 

調理実習 

 

㸴章 装う 

第㸯節 人୍ࡢ生࡜被服 

被服製作実習 

第㸰節 被服材料࡜管理 

 

࣭心や知性ࡢ࡝࡞精神面࠾࡟い࡚，人間ࡣ生涯を࡚ࡋ࠾࡜発㐩࡚ࡋいࡃ

存在࡛あࡿこ࡜を認識ࠋࡿࡍ 

࣭青ᖺ期ࡣ，自ศࡢ存在や生ࡁ方を考え，ࢹ࢖࢔ン࢕ࢸ࢕ࢸを確立ࡿࡍ

時期࡛あࡿこ࡜を認識ࠋࡿࡍ 

࣭人間形成ࡢ面࡛ࡢ家族ࡢ基礎的役割ࡢࡑ࡜㔜要性ࡘ࡟い࡚理解ࠋࡿࡍ 

࣭次世代ࡢ子ࡕࡓࡶ࡝をࡍこや࡟࠿育࡚ࡿこࡢ࡜責任を自覚ࠋࡿࡍ 

࣭乳幼児期୍ࡣ生を通ࡢ࡚ࡌ人間ࡢ発㐩ࡢ基礎をࡿࡃࡘ最ࡶ㔜要࡞時期

࡛あࡿこ࡜を理解ࠋࡿࡍ 

࣭乳幼児期ࡣ，人間形成ࡢ基礎ࡿ࡞࡜㔜要࡞時期࡛あࡾ，特࡟親࠿ࡢ࡜

うえ࡛㔜要ࡢࡾࡃ信頼関係࡙ࡢ後ࡢࡑ，ࡣ形成ࡢ㺀愛着㺁ࡿࡼ࡟ࡾわ࠿

࡛あࡿこ࡜を理解ࠋࡿࡍ 

࣭少子社会ࡢ࡛࡜ࡶࡢ子育࡚支援ࡘ࡟い࡚考え，ࡼࡾࡼい保育環境を保

障࡟ࡵࡓࡿࡍ，地域や社会ࡀ果ࡍࡓ役割ࡘ࡟い࡚考えࠋࡿ 

࣭高齢社会を迎え，私࡚ࡗ࡜࡟ࡕࡓ高齢者ࡢ存在࠿࠿ࡀわࡢࡾ深いࡢࡶ

多いࡀ࡜学ぶこࡽ࠿高齢者ࡘࡶ生活経験を࡞࠿豊，࡜こࡓࡁ࡚ࡗ࡞࡟

こࡘ࡟࡝࡞࡜い࡚理解ࠋࡿࡍ 

࣭日本ࡢ高齢化ࡢ現状ࡘ࡟い࡚理解࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ，将来ࡢ高齢社会ࡢあ

 ࠋࡃ方を考え࡚いࡾ

࣭社会保障制度ࡢ必要性ࡘ࡟ࡳࡃࡋࡢࡑ࡜い࡚認識ࡢࢀࡒࢀࡑ，ࡋ範ᅖ

 ࠋࡿࡍい࡚理解ࡘ࡟

࣭日常ࡢ食生活を振ࡾ返ࡾ，健康や生活習慣࡟直結ࡿࡍ食事ࡘ࡟い࡚学

ぶ意欲を高ࠋࡿࡵ 

࣭現代ࡢ食生活ࡢ実情を知ࡾ，健康࡛安全࡞食生活を営ࡢࡵࡓࡴ基本を

理解ࠋࡿࡍ 

࣭健康࡞生活を送ࡿうえ࡛必要࡞栄養素࡞ࡶ࠾ࡢࡑ࡜働ࡘ࡟ࡁい࡚理解

 ࠋࡿࡍ

࣭食中毒ࡼࡢ࡝ࡣ࡟う࡞種類ࡀあ࠿ࡿを知ࡾ，細菌汚染を防ࡵࡓࡄ，食

品ࡢ取ࡾ扱い，手ࡢ清潔，ྎ 所や調理器具ࡢ衛生ࡢ࡝࡞面࡛ࡢ注意事項

 ࠋい࡚学ぶࡘ࡟

࣭健康ࡢ維持࣭増進，体ࡢ成長࡟ࡵࡓࡢ必要࡞食事摂取基準ࡘ࡟い࡚理

解ࠋࡿࡍ 

࣭食品ࡢ選択࣭計㔞࣭器具ࡢ扱い，ࡼ࠾び包୎ࡢ使い方，㔝菜ࡢษࡾ方

 ࠋࡿࡍ基本技術を習得ࡢ調理࡝࡞

࣭被服ࡣ，気候࣭風土࡚ࡗࡼ࡟異୍ࡿ࡞方，人生࡜いう長い時間軸࡛ࡳ

 ࠋࡿࡍを理解࡜こࡿࡃ࡚ࡗ㐪ࡶ࡚ࡗࡼ࡟ࢪ࣮ࢸࢫフ࢖ラ，࡜ࡿ

࣭玉結びࠊ玉止ࠊࡵ並縫いを練習ࡼࡿࡁ࡛࡚ࡋうࠋࡿ࡞࡟ 

࣭自ศࡢ身ࡲࡢわࡢࡾ布ࡼࡢ࡝ࡀう࡞繊維࡛࡚ࢀࡽࡃࡘい࡟࠿ࡿ関心を

 ࠋࡿࡍ࡟うࡼࡘࡶ
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㸯㸶 

 

校

長 

 教

頭 

 教科 科目名 学年 単位数 

家庭科 家庭基礎 㸲 㸰 

 

学習ࡢ到達目標 

 

 

人୍ࡢ生࡜家族࣭家庭及び福祉，衣食住，消費生活࡟࡝࡞関ࡿࡍ基礎的࣭基本的࡞知識࡜技術を習得ࡉせ，家

庭や地域ࡢ生活課題を主体的࡟解決࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ，生活ࡢ充実向上をᅗࡿ能力࡜実践的࡞態度を育࡚ࠋࡿ 

࣭青ᖺ期を起点࡚ࡋ࡜自ศࡢ生ࡁ方を考えࡉせ，子ࡶ࡝や高齢者ࡢ࡝࡞異ࡿ࡞世代࠿࠿࡜わࡾ共࡟生ࡿࡁ力を

育成ࠋࡿࡍ 

࣭持続ྍ能࡞社会ࡢ構築を目指࡚ࡋ健康や環境࡟配慮ࡽࡀ࡞ࡋ自立࡚ࡋ生活ࡿࡍ能力を育成ࠋࡿࡍ 

࣭男女ࡀ協力࡚ࡋ家庭や地域ࡢ生活を創造ࡿࡍ能力࡜実践的࡞態度を育成ࠋࡿࡍ 



学期 月 学習項目 学習内容(ࡡらい) 時数 備考 
 

 

後

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸰 

 

 

 

 

㸱 

 

㸵章 住ࡲう 

第㸯節人୍ࡢ生࡜住ࡲい 

第㸰節 住生活ࡢ計画࡜選択 

 

㸶章 経済生活を営ࡴ 

第㸯節 私ࡢࡕࡓ暮࡜ࡋࡽ経済 

第㸰節 消費者問題を考えࡿ 

第㸱節 持続ྍ能࡞社会をࡊࡵ

 ࡚ࡋ

 

㸷章 生活をࢹザ࢖ンࡼࡋう 

 

10章 生活ࡢ充実࣭向上をࡊࡵ

 ࡚ࡋ

授業ࡵ࡜ࡲ 

࣭日本各地ࡿࢀࡽࡳ࡟特徴的࡞住ࡲいを比較ࡋ，住ࡲいࡣ，条件ࡢ異࡞

 ࠋࡿࡍを理解࡜こࡓࢀࡽࡃࡘ࡚ࡌ応࡟気候や風土ࡢ地域ࡿ

࣭居住水準ࡘ࡟い࡚理解ࡋ，現代ࡢ住宅や住環境ࡢ問題ࡘ࡟い࡚関心を

 ࠋࡘࡶ

࣭家庭経済࡜国民経済࠿࠿ࡢ࡜わࡾを理解ࡋ，家庭ࡢ経済計画，予算計

画ࡢ必要性を認識ࠋࡿࡍ 

࣭販売方法，支払い方法ࡀ多様࡛あࡿこ࡜を知ࡾ，購入時࡟適ษ࡞判断

 ࠋࡿࡍを理解࡜こࡿ必要࡛あࡀ

࣭各自ࡢ消費行動࡜環境問題や資源࣭エネルギ࣮問題ࡢ࡜関連ࡘ࡟い࡚

理解ࠋࡿࡍ 

࣭こࡽ࠿ࢀ続ࡃ長い人生を見通ࡋ，自ศࡋࡽいラ࢖フࢫタ࢖ルをᥥ࡞ࡁ

 ࠋࡿ生活設計を立࡚࡚ࡗࡑ࡟時間軸ࡢ人生，ࡽࡀ

人୍ࡢ生࡜家族࣭家庭及び福祉，衣食住，消費生活࡟࡝࡞関ࡿࡍ基礎的࣭

基本的࡞知識࡜技術をࠊ家庭や地域ࡢ生活課題を主体的࡟解決ࡓࡿࡍ

 ࠋࡿࡍを確認࡜こࡿࡍ活用࡟ࡵ
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配当時間 備考
1 前期࢜ࣜエンテ࣮ション 1

2 次世௦をࡴࡃࡄࡣ 2

3 命ࡾࡲࡌࡣࡢ 2

4 ＮＨＫ高校講ᗙࠕ家庭総合ࠖնࡅཷࠕ継ࡿࢀࡀ命ࠖ視聴࣭学習 1

5 子ࡢࡶ࡝体ࡢ発育࣭発達 2

6 ＮＨＫ高校講ᗙࠕ家庭総合ࠖշࠕ子ࡢࡶ࡝チ࢝ࣛࠖ視聴࣭学習 1

7 子ࡢࡶ࡝心ࡢ発達 2

8 子࡜ࡶ࡝遊び 2

前期 9 昔遊びࠉ㸦࣭ࡁࡌࡣ࠾折ࡾ紙࣭࠾手玉࣭コマ࣭福笑い࣭絵ᥥࡁ歌㸧 2

10 あそびࡔࡽ࠿ 2

11 中間考査࡟向࡚ࡅ学習ࡵ࡜ࡲࡢ 1

12 中間考査 1

13 絵ᮏ࡟つい࡚調べ学習࠙ࠉ図書館ࠚ 2

14 ＮＨＫࡲいࡕ࡟スクスクࠕ絵ᮏ0～1࣭1～2歳頃ࠖ視聴࣭読ࡳ聞࠿せ体験 2

15 ＮＨＫࡲいࡕ࡟スクスクࠕ絵ᮏ2～3࣭3～4歳頃ࠖ視聴࣭読ࡳ聞࠿せ体験 2

16 ࠙実習ࠚ絵ᮏ制作 5

17 子ࡢࡶ࡝食生活 2

18 ࠙実習࠾ࠚやつ作ࠉࡾ沖縄࠾ࡢ菓子 2

19 前期ࠉࡵ࡜ࡲࡢ 1

1 後期࢜ࣜエンテ࣮ション 1

2 子ࡢࡶ࡝衣生活 2

3 ࠙実習ࠚスタイ製作 8

4 子ࡢࡶ࡝食生活࠙ࠉ実習࠾ࠚやつ作ࡾ 3

5 親࡜子ࡢ関係 2

6 乳幼児ࡢ生活 3

後期 7 ＮＨＫ高校講ᗙࠕ家庭総合ࠖո࡝ࠕう子࡜ࡶ࡝関わࡿ？ࠖ視聴࣭学習 1

8 子育࡚支援࡜地域社会࠿࠿ࡢわࡾ 2

9 子ࡢࡶ࡝権利࡜福祉 2

10 ＮＨＫ高校講ᗙࠕ家庭総合ࠖպ࡝ࠕう防ࡄ？児童虐待ࠖ視聴࣭学習 1

11 発達障害࡟つい࡚ࠉ 2

12 期ᮎ考査࡟向࡚ࡅ学習ࡵ࡜ࡲࡢ 1

13 期ᮎ考査 1

14 発達障害࡟つい࡚ࠉ調べ学習࠙図書館ࠚ 4

15 ＮＨＫ高校講ᗙࠕ家庭総合ࠖջࠕ多様࡞性を生ࠖࡿࡁ視聴࣭学習 1

16 後期ࡵ࡜ࡲࡢ 1

校
長

࡜ࡶ࡝子࡚ࡋ実習を通ࠋࡿࡍ知識࣭技術を修得࡞実践的ࡿࡍ関࡟保育ศ野ࠊ授業内容を発展させࡢ家庭基礎ࠖࠕ
ࠋࡍを目指࡜こࡍ࠿活࡟家庭生活ࡢ今後ࡋ方を体得ࡾわ࠿࠿ࡢ

௧和5ᖺᗘࠕࠉ家庭生活࡜保育ࠖシࣛバス
県立那覇工業高等学校定時制課程ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

教科 科目名 学ᖺ 単位数 教
頭

知識࣭理解
子࡟ࡶ࡝つい࡚ࡢ関心を持
組ࡾྲྀ࡟学習࡟意欲的ࠊࡕ
発達や子育࡚ࡢࡶ࡝子ࠊࡳ
支援࡟寄与࡚ࡋいこうࡍ࡜
ࡅつ࡟態ᗘを身࡞実践的ࡿ
࡚いࠋࡿ

子ࡢࡶ࡝発達をふࡲえࠊ現
状࡟つい࡚見直ࠊࡋ課題を
見つࠊࡅそࡢ解決を目指ࡋ
࡚思考を深ࠊࡵ適ษ࡟判断
能力をࡿࡍ創造ࡋ工夫ࠊࡋ
身࡟つ࡚ࡅいࠋࡿ

保育࡟関ࡿࡍ基礎的࣭基ᮏ
的࡞技術を総合的࡟身࡟つ
ࠋࡿい࡚ࡅ

子ࡢࡶ࡝発達ࡢ特性ࠊ生活
知識を総合ࡿࡍ関࡟保育࡜
的࡟身࡟つ࡚ࡅいࠋࡿ

家庭科ࠉࠉ家庭生活࡜保育 4 2

目
標

評価方法ࠉ前期ࠉ考査点60％ࠉࠉᖹ常点40％
ᖹ常点40％ࠉࠉ考査点60％ࠉ後期ࠉࠉࠉࠉࠉ
ࠋ評価࡟を中心࠿ࡿい࡚ࡁ理解࡛ࠊつい࡚࡟㸦考査点㸧ձ学習項目ࠉ
つい࡚࡟関心࣭意欲࣭態ᗘ࣭判断࣭表現࣭技術࣭知識࣭理解ࡿࡅ࠾࡟㸦ᖹ常点㸧ղ授業中ࠉ
ࠋ評価࡟ᥦ出物等࡛総合的ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

学期 授業計画࣭内容

評価ࡢ観点

関心࣭意欲࣭態ᗘ 思考࣭判断࣭表現 技能


